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第１章 開催概要

第１章 開催概要

１

１．開催意義

本県は、標高3,000メートル級の北アルプス立山連峰から、森林・里山地域、平野、そして
水深1,000メートルの神秘の海富山湾まで高低差4,000メートルのダイナミックで変化に富ん
だ地形を有しています。これを背景とした本州随一を誇る植生自然度に象徴される豊かな自
然環境は、ライチョウ等の貴重な野生生物をはじめ多様な動植物を育み、私たちの生活の基
盤である大気や水をはじめ、おいしいお米や種類豊富でキトキトの魚に代表される食の恵み
をもたらすなど、私たちの命と暮らしを支えています。さらにこの多様な自然は、農林水産
業をはじめとしたさまざまな地域産業の振興に寄与するとともに、井波彫刻や庄川挽物木地
に代表される伝統工芸、国宝瑞龍寺、世界遺産・五箇山合掌造り集落などの地域特有の文化
を育んできました。
一方、かつて山村住民とのかかわりの中で維持・管理されてきた里山林は、昭和30年代以

降の生活様式の変化等により利用されなくなり、明るい林を好む動植物が減少する一方で、
クマなどの大型動物が人里近くまで活動域を広げる要因にもなってきました。このため、平
成19年度から導入した「水と緑の森づくり税」を活用し、生物多様性の保全や野生生物との
共生を目指した里山の整備・保全を県民の協働で進めています。
また、「森は海の恋人」といわれるように、豊かな森が豊かな水と豊かな海を育みます。

本県でも林業関係者と漁業関係者が協力して森林整備活動や魚礁の設置など様々な取組みが
進められています。平成27年10月の第35回全国豊かな海づくり大会の開催を契機として、
森・川・海を一体として捉えた環境保全に関する意識が高まっており、今後、ますます森づ
くりと海づくりの連携が深まっていくものと考えています。
他方、本県の森林の約19％にあたる53千haを占めるスギを中心とした人工林については、

その多くが間伐等の手入れが必要な林齢から、木材として利用可能な林齢へと資源の充実を
迎えています。今、我々はこの身近な木材を有効に活用することが林業・木材産業の振興に
とって不可欠です。
こうした中、本県では国民病ともいわれている花粉症対策として、花粉を全く飛ばさない

優良無花粉スギ「立山 森の輝き」を全国に先駆けて開発しました。伐採後の再造林にこの
「立山 森の輝き」を積極的に活用し、その伐採・利用と再造林による適正な森林更新を積極
的に進め、均衡の取れた林齢構成の持続可能な森づくりにより森林資源の循環利用を促進し
ていく必要があります。
北陸新幹線開業まもない時期に全国から多くの林業関係者をお迎えして開催することから、

この機会を活かして、本県の豊かな森づくりの取組みが大きく前進する意義のある大会とし
ます。

《 富山県における全国植樹祭の開催状況 》

全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑化に対する国民的理解を深めるため、公益
社団法人国土緑化推進機構と都道府県の共催により行う国土緑化運動の中心的行事です。
大会には、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、開催都道府県はもとより全国から多くの方々に

参加していただき、式典行事や記念植樹などが行われています。
本県では、昭和44年５月、天皇皇后両陛下のご臨席を賜り、砺波市頼成で第20回大会を開催

しました。両陛下には、タテヤマスギ、ボカスギ、マスヤマスギの苗木のお手植えを賜るとと
もに、県内外からの12,000人の参加者により、スギ15,000本の植樹が行われました。



（１）豊かな森を育て、林業・木材産業の明るい未来へつなげていく大会
①県民参加による多様な森づくりの推進

②持続可能な森づくりの推進と県産材活用による林業・木材産業の振興

③優良無花粉スギ「立山森の輝き」の発信

（２）森づくりと海づくりの連携の推進

（３）雄大な自然など富山県の魅力発信

（４）「おもてなしの心」で「温かみ」のある大会

２．開催理念
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２

私たちは、全国植樹祭の開催を契機に、県民参加による健全な森づくりの一層の推進
と森林資源の循環利用の促進による林業再生を図るとともに、森づくりと海づくりを一
体的にとらえ、豊かな自然を守り育てる県民の活発な実践活動やそこで育まれた歴史・
文化など富山県の数多くの魅力を全国に発信し、緑あふれる自然といきいきと人が輝く
ふるさとを未来へつなぎます。

本県では、平成18年に「富山県森づくり条例」を制定し、平成19年から「水と緑の森づ
くり税」を活用して、地域住民との協働による里山再生や、先駆的な支援を行っている
「とやまの森づくりサポートセンター」を通じた、ボランティアグループや企業をはじめ
幅広い県民参加の森づくり活動に取り組んでいます。
この大会を県民参加の森づくり活動をさらに広げる契機とし、本県の豊かな森を県民共

通のかけがえのない財産として、次の世代に引き継いでいきます。

本県の人工林は全国と同様に主伐期を迎えていることから、伐採・利用と再造林による
適正な森林更新を積極的に進め、均衡の取れた林齢構成の持続可能な森づくりを推進する
必要があります。
この大会では、県産材を積極的に活用し木の良さをＰＲすることにより、森林資源の循

環利用を促進し、林業・木材産業の振興につなげていきます。

本県では、国民の約３割が罹病し、国民病ともいわれている花粉症対策として、花粉を
全く飛ばさない優良無花粉スギ「立山 森の輝き」を全国に先駆けて開発しました。この
人に優しい無花粉スギを持続可能な森づくりを推進する上で必要な植林（再造林）の切り
札として全国に普及します。

本県では、豊かな森が豊かな水と豊かな海を育むことから、漁業関係者が林業関係者な
どと協力して森林整備活動を実施し、地元の間伐材を活用した魚礁を設置するなど、海づ
くりと森づくりの連携が進んでいます。平成27年10月の第35回全国豊かな海づくり大会を
契機として、森・川・海の環境保全や森づくりと海づくりの連携の重要性についての認識
が、より多くの県民の皆さんの間に広まりました。
この大会では、この成果を引き継ぎ、森づくりと海づくりを一体的にとらえ、豊かな自

然を守り育てる県民の活発な実践活動を全国に発信し、一層の推進を目指します。

立山連峰に代表される雄大な自然や植生自然度本州一の豊かな森林が、世界的にも珍し
い「神秘の海富山湾」やそこで獲れる種類豊富でおいしい富山の魚と食文化、国宝瑞龍寺
や世界遺産・五箇山合掌造り集落など歴史ある伝統・文化、さらには、井波彫刻や庄川挽
物木地といった伝統産業を育んできました。こうした本県の気候風土に育まれた富山の宝
ともいえる数多くの魅力を全国に発信します。

北陸新幹線開業まもない大会であることから、県外からの多くの招待者などに対して、
関係者はもとより県民全体で「おもてなしの心」で対応し、富山にまた来たいと思われる
ような「温かみ」のある大会とします。

３．富山県の特色を活かした大会の基本方針



４．大会テーマ
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３

全国から応募のあった1,434点の作品の中から、大会テーマ審査会で選定しました。

『 かがやいて 水・空・緑のハーモニー 』

作 者 ： 濱田 典佳（はまだ のりか）さん （富山県黒部市）

制作意図 ： 富山の川、海、森林や空といった自然が調和して、私たち人間にさまざま

な恩恵を与えてくれる様子を表現した。

選定理由 ： 森・川・海の言葉を使わずに、立山連峰から富山湾までの輝きが映像のよ
うに浮かんでくる作品で、優良無花粉スギ 「立山 森の輝き」や北陸新幹
線「かがやき」が連想されるとともに、森づくりと海づくりの連携などの
大会の基本方針が親しみやすい言葉で表現されている。

５．シンボルマーク

６．大会ポスター原画

富山県内の小・中学校の児童生徒から応募のあった654点の作品の中から、大会ポス
ター原画審査会で選定しました。

画 題 ： 「森と水と」

作 者 ： 浅井 さくらさん（富山市立東部中学校3年）

制作意図 ： 森が豊かになれば、水も栄養豊富な豊かな
ものになり、最終的には、海も豊かになる
と思い描いた。

選定理由 ： 大会テーマをよく理解し、水、空、緑をそ
れぞれ単純化し、独創的で丁寧に描いてい
る。全体として、動的で人目を惹き美しい
原画である。

作 者 ： Shio Design 塩崎 歩美 氏（「きときと君」のデザイナー）

制作意図 ： 若葉とシャベルを手に植樹のお手伝いを
する「きときと君」を中心に、周りに立
山連峰から本県の豊かな森（優良無花粉
スギ「立山 森の輝き｣）、富山湾とそこ
に流れ込む川を配し、森づくりと海づく
りを一体的にとらえ、豊かな自然を守り
育て、輝くふるさと富山を未来へつなぐ
県民の姿をイメージしたもの



７．開催時期
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平成29年（西暦2017年）春季

８．主催

公益社団法人国土緑化推進機構
富山県

９．開催規模

県内外からの招待者等を合せて6,200人程度の規模で開催します。

区分 参加予定者数 内訳

県外招待者 １,２００人 国関係者、被表彰者、他県招待者 等

県内招待者 ３,０００人
県議会、市町村関係者、森林・林業・緑化関
係団体、公募招待者、県実行委員会 等

協力員/本部員 ２,０００人 出演者、協力員、実施本部員

合 計 ６,２００人

10．開催会場

朝日町

入善町

黒部市

魚津市

滑川市

上市町

朝日赤川

入善五十里

黒部田籾

魚津桃山運動公園

魚津三ケ

滑川運動公園

丸山総合公園

式典会場
植樹会場

植樹会場

凡　　例



５

（１）式典会場
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（２）植樹会場

式典会場でもある魚津桃山運動公園に加えて、近隣の市町に植樹会場を設け、招待者
の記念植樹を行います。

式典会場では、式典行事、天皇皇后両陛下によるお手植え・お手播き行事などを実施
します。

○魚津桃山運動公園（富山県魚津市出字桃山36）
魚津桃山運動公園は、魚津市中心部より南東約４㎞、標高160ｍ～200ｍの里山地域に

位置する総合運動公園です。公園内には、野球場、陸上競技場、テニスコート、多目的
広場などが併設され、平成16年(2004年)に開催された女子野球世界大会の会場として広
く知られています。
公園からは、日本海や北アルプスが眺望でき、県民の憩いの場となっています。

区分 会場名 備考

式典会場 ①魚津桃山運動公園（魚津市） 市民の憩いとなる里山林の造成予定地

植樹会場

②朝日赤川（朝日町）

富山湾に面した海岸沿いで海岸防災林造成予定地

③入善五十里（入善町）

④黒部田籾（黒部市）

スギ人工林の再造林予定地

⑤魚津三ケ（魚津市）

⑥滑川運動公園（滑川市） 川辺に生育する樹木などの植栽予定地

⑦丸山総合公園（上市町） 四季を彩る樹木の植栽予定地

魚津桃山運動公園（空撮）

式典会場から望む日本海

式典会場から望む北アルプス

式典会場



１．基本的な考え方

第２章 式典行事計画

６

 参加者が開催理念を共有し、「また富山に来たい」と感じてもらう構成とします。

 式典は簡素化を図りながらも、厳粛で品格があるものとします。

 子どもから高齢者まで、多くの県民が参加できるよう配慮します。

２．式典行事の運営

 式典行事の運営は、来場者の安全性、快適性に配慮し、花とみどりの少年団やボランティア
団体等の協力を得ながら、おもてなしの心を持って行います。

 司会者、アシスタント、式典音楽隊等の出演者については、地元をはじめ、県内の関
係団体等の積極的な協力と参加を得て編成します。

第２章 式典行事計画

式典の様子 参考例：第66回全国植樹祭石川大会



３．式典行事の構成 （プログラム）

第２章 式典行事計画

７

時間 区分 プログラム 内容等

４５分
程度

プロローグ 歓迎演出

テーマ～世界に誇るとやまの自然と文化～
○「高低差4000ｍ」のダイナミックで変化に
富んだ地形がもたらす豊かな自然や文化を
映像やダンスパフォーマンスなどで表現

５０分
程度

式 典

天皇皇后両陛下 御到着

開会のことば 国土緑化推進機構副理事長

三旗掲揚・国歌斉唱

主催者挨拶
大会会長（衆議院議長）
富山県知事

表彰 緑化功労者などへの感謝の表彰

苗木の贈呈
花とみどりの少年団から、
農林水産大臣と環境大臣に苗木を贈呈

天皇皇后両陛下の
お手植え・お手播き

代表者記念植樹 県内外特別招待者

大会テーマのアピール

テーマ～森・川・海のハーモニー～

○「富山の神々しい山々」、「躍動感あふれ
る川」、「壮大な海」や森・川・海のつながりを
創作劇などで表現

大会宣言 国土緑化推進機構理事長

リレーセレモニー 次期開催県への引継ぎ

閉会のことば 富山県議会議長

天皇皇后両陛下 御退席

３０分
程度

エピローグ エピローグ演出
テーマ～つながりあう森・川・海を未来へ～

○招待者を歓送しメッセージを全国に発信

式典行事は、プロローグ、式典及びエピローグの３部構成とします。



８

１．基本的な考え方

 富山県の気候風土に適した広葉樹や優良無花粉スギ「立山 森の輝き」などを植栽し、
県民参加による健全な森づくりと森林の循環利用の促進による林業再生を目指します。

 お手植え、お手播き樹種は、本県が「環境先端県」や「サクラの宝庫」であることを
アピールでき、県民に親しみのあるものを選定します。
①天皇陛下については、本県のシンボリックな樹種や森林資源の利活用を象徴する樹種
②皇后陛下については、雪国である本県の里山を花で彩る樹種
③本県の歴史・文化や産業、森・川・海のつながりなど、富山県らしさを表現できる樹種

 植樹用の苗木は、県内で採取した種子を育成することを基本とします。また、苗木の
ホームステイなどにより、子どもたちが自らの手で育てた苗木も使用します。

２．お手植え計画

 天皇皇后両陛下のお手植えは、お手植え所で「森」の字をかたどり、それぞれ３本
の植樹とします。

 お手植えされた記念樹は、魚津桃山運動公園内に移植後、「県民参加による森づく
り活動」の象徴として、大切に管理・育成します。

《 お手植え樹種 》

第３章 植樹行事計画

天皇陛下
タテヤマスギ
優良無花粉スギ
「立山 森の輝き」

コシノヒガン
｢エドヒガン｣を親に持つ
本県発祥の長寿のサクラ

ヒメコマツ
アルペンルートの代表種､
合掌造りの柱

皇后陛下 コシノフユザクラ
本県固有の二度咲きのサクラ

キタコブシ
雪国の春を象徴する花

ホオノキ
万葉集では富山でのみ詠歌

第３章 植樹行事計画



９

《 天皇陛下お手植え樹種（３種） 》

樹種 特徴・選定理由等

タテヤマスギ
優良無花粉スギ

「立山 森の輝き」

・スギは、県内一円で植栽されているだけでなく、「埋没林」
（魚津市・特別天然記念物）や「杉沢の沢スギ」（入善町・天
然記念物）、散居村の屋敷林（かいにょう）、五箇山の合掌造
り（南砺市）など、古くから富山県民の暮らしや本県特有の文
化と密接な関係があり、県民にとって最も身近な樹種です。

・中でもタテヤマスギは、本県の象徴でもある立山連峰の山岳地
帯から海岸付近まで生育し（最標高２千ｍは日本一高い）、本
県の県木にも選ばれており、昭和44年に砺波市で開催された第
20回全国植樹祭において、昭和天皇・香淳皇后によってお手植
え・お手播きされました。

・本県では、国民病と言われている花粉症対策として、このタテ
ヤマスギの精英樹を元に、20年の歳月を掛けて、花粉を全く飛
ばさない優良無花粉スギ 「立山 森の輝き」を全国に先駆けて
開発しました。現在、森林資源の循環利用に向けた再造林の切
り札として全国へ発信しています。

コシノヒガン ・本種は、高木性の落葉広葉樹で、その名が示すように本県発祥
の桜の１つです。

・エドヒガンとキンキマメザクラの交雑種と考えられ、昭和４年
に発表されました。

・高岡古城公園では古くから植栽されており、日本さくらの会の
「さくら名所百選」にも選ばれています。

・花は、ソメイヨシノよりやや早く咲き、花つきが良く、色も紅
色が強く美しいことから、全国へ広まっています。

・南砺市蝋山の自生地は県指定の天然記念物となっています。
・長寿のエドヒガン（千～２千年程度）を親としていることから、
長寿と推定されています。

ヒメコマツ
・県内に広く生育する高木性の常緑針葉樹で、ゴヨウマツの変種
です。

・本県随一の観光地である立山黒部アルペンルートなどの山岳地
帯の切り立った尾根などで多く見られ、また、庭木としても好
まれよく植えられるなど、富山県民にとって身近な親しみのあ
る木です。

・雪国の風雪に耐える力強い樹形をしています。
・アカマツなどの二葉松に比べ木目が細かく、軽軟で、狂いが少
ないため、建築材や家具等に活用され、五箇山の合掌造りでも
使用されています。

・松竹梅はめでたい植物としてもてはやされ、なかでもマツはそ
の筆頭にあり、千代も変わらぬ常盤（ときわ）の木で、木の姿
に勢いがあり、樹皮の亀甲模様は強健勇壮です。

第３章 植樹行事計画



１０

《 皇后陛下お手植え樹種（３種） 》

第３章 植樹行事計画

樹種 特徴・選定理由等

コシノフユザクラ
・本種は、その名が示すように富山県を代表する桜栽培品種の１
つで、マメザクラとヤマザクラの交雑種と考えられています。
上市町と黒部市の民家でほぼ同時期に発見され、平成19年に新
品種として発表されました。

・県内５市町の民家で植栽されている高木性の落葉広葉樹で、魚
津市にも生育しており、大会開催地ゆかりの品種です。

・晩秋と春の２回開花する二季咲きの桜で、花は一重咲きで花つ
きがよく、白い花と淡紅色の花が混ざって咲きます。

・花が散りにくいため、押し花を使った「散らない桜カード」を
作成したところ、受験生のお守りとして人気があります。

・県中央植物園が開発したバイオテクノロジーを活用して、県内
の高校と連携し、県固有の桜を増殖、保存して次世代に引き継
ぐ取組みを進めています。

キタコブシ
・県内に広く生育する高木性の落葉広葉樹。
・コブシの変種で、コブシより葉や花がやや大きく、雪国である
本県に適した樹種です。一般的には、区別せずに「コブシ」と
呼ばれています。

・早春、他の木々がまだ裸の頃、枝先に直径12センチの芳香のあ
る白い花を無数につけ、私たちに春の訪れを知らせてくれます。

・花が美しく、樹形が整っているため、庭園や街路樹として使わ
れています。

・有峰狛犬のくま阿形（富山市大山歴史民俗資料館所蔵）は、こ
の木で作られています。

・つぼみは、生薬で辛夷（しんい）と呼ばれ、鼻炎・頭痛などに
効果があることから、古くから漢方薬として処方され、くすり
のとやまを印象づける樹種です。

ホオノキ
・県内に広く生育する、大型の葉をつける高木性の落葉広葉樹。
・大きな葉の中心に、香りの良い大きな白い花を咲かせ、里山の
初 夏を彩ります。

・材質は、軽く軟らかいですが、狂いが少ないため、家具調度品、
下駄の歯、ピアノの鍵盤やまな板などに加工され、身近な暮ら
しの中で親しまれています。

・樹皮は、生薬で厚朴（こうぼく）と呼ばれ、健胃、整腸などに
効能があることから、古くから漢方薬として処方され、くすり
の富山を印象づける樹種です。

・万葉集では、「ほほがしは」として、二首が越中だけで詠まれ
ています。

・朴葉にはカビが生えにくいという特徴があり、南砺市五箇山地
区の伝統料理に使われています。



３．お手播き計画

１１

 天皇皇后両陛下のお手播きは、お手播き箱へそれぞれ２種の播種とします。

 お手播きされた種子は、富山県が管理・育成し、県森林研究所に植樹するほか、県
内市町村から希望を募り、「記念樹」として配付します。

《 お手播き樹種 》

《 天皇陛下お手播き樹種（２種） 》

樹種 特徴・選定理由等

エドヒガン ・本種は、高木性の落葉広葉樹で、東北から九州にかけて広く分
布していますが、河岸段丘を好み、大河川が多い本県には特に
広く分布しています。また、河岸に多く生育することから、森
と川を結ぶ象徴的な樹種と言えます。

・樹齢２千年にもなるとされる長寿の木であり、彼岸の頃に開花
するため、この名がつきました。

・黒部市鶏野神社の「月訪（つきとい）の桜」は、越中の国守で
あった大伴家持が、この地を訪れた際に植えられたものと伝え
られています。

・平成23年に本県（富山市環水公園）で開催された「全国みどり
の愛護のつどい」では、皇太子殿下が植樹されました。

・黒部市の「明日の大桜」や氷見市の「駒つなぎ桜」は、本県の
天然記念物に指定されています。

タブノキ
・県内の海岸沿いに多く生育する高木性の常緑広葉樹で、森・
川・海のつながりを表す象徴的な樹種です。

・枝を四方に大きく張り出し、壮厳で美しい樹形を呈します。
・タブノキの材は、硬さがあり、軽いことから、主に家具材や内
装材などのほか、船の材料としても使用されます。

・本種が優占する氷見市の朝日社叢は県の天然記念物に、朝日町
の宮崎鹿島樹叢は国の天然記念物に指定されています。

・朝日社叢は、魚つき保安林に指定されており、海に深い関わり
を持つ森林です。

・万葉集では、大伴家持が「都万麻（つまま）」として越中で１
首のみ、雨晴海岸に生える壮厳なタブノキの様子を詠っていま
す。

・クロマツとともに本種が植栽されている入善町の海岸防災林は、
平成25年に林野庁の「後世に伝えるべき治山～よみがえる緑
～」に選定されました。

第３章 植樹行事計画

天皇陛下
エドヒガン
日本を代表する長寿のサクラ
河岸に多く生育、森と川を結ぶ象徴

タブノキ
海岸に生育、森と海を結ぶ象徴
万葉集では富山でのみ詠歌

皇后陛下
ヤマザクラ
菊と並ぶ日本の国花
野生種のサクラの代表種

マルバマンサク
合掌造りの木組みの結束材に使用



１２

《 皇后陛下お手播き樹種（２種） 》

４．代表者記念植樹計画

 招待代表者は、天皇皇后両陛下の２本目のお手植えと同時に記念植樹を行います。

 場所は、特別招待者席前で行うものとし、それぞれ１本ずつ植樹を行います。

 樹種は、天皇皇后両陛下のお手植えと同じ樹種とします。

第３章 植樹行事計画

樹種 特徴・選定理由等

ヤマザクラ
・富山県は、変化に富んだ豊かな自然環境を有しているため、日
本で見られる主な野生の桜９種が全て確認されており、野生の
桜の宝庫といえます。

・本種は、県内の里山などに広く生育する野生の桜で、高木性の
落葉広葉樹です。大会開催地である魚津市南部の松倉城跡には、
ヤマザクラの美林があります。

・４月上旬から中旬頃に開花し、白い花と同時に赤茶色の若芽が
出るため、そのコントラストが美しいです。

・樹皮は、生薬で桜皮（おうひ）と呼ばれ、鎮咳に効能があるこ
とから、古くから和薬として処方され、くすりの富山を印象づ
ける樹種です。

・古くから桜の名所や歌に詠まれた桜は、そのほとんどがヤマザ
クラといわれています。

マルバマンサク
・県内に広く生育する小高木性の落葉広葉樹。
・日本海側の多雪地域の里山を代表する樹種で、早春に咲くこと
から、「まず咲く」が訛ってマンサクになったといわれており、
雪国の春を最初に感じさせてくれます。また、葉に先立って黄
色く細長い花弁の花が咲き、黄金色の花を枝いっぱいに咲かせ
た姿を豊年満作と縁起をかつぎ、マンサクになったと言う説も
あります。

・枝はしなやかなことから、世界遺産である五箇山合掌造りの骨
組みを結束する「ねそ」として使われたり、かんじきの輪等に
も活用されるなど、雪国である富山県の暮らしとともにあった
木です。

・葉に含まれるタンニンは、収斂（しゅうれん）作用があるため、
痔・止血・湿疹に効能があり、くすりの富山を印象づける樹種
です。

招待代表者による記念植樹 参考例：第66回全国植樹祭石川大会



５．招待者記念植樹計画

１３

 招待者記念植樹は、県内外からの招待者による１人１本以上の記念植樹とします。

 県外招待者は、式典行事開始前の午前中に植樹し、県内招待者は、午前中を中心に植
樹します。

 富山県の気候風土や会場特性に適した樹木を植樹します。

 「苗木のホームステイ 」等により、子どもたちや企業・団体等が育てた苗木も使用
します。

 植樹会場は、第68回全国植樹祭開催後、適正に維持・管理します。

第３章 植樹行事計画

※「苗木のホームステイ」
全国植樹祭で植樹する苗木の一部をとやまの森づくりサポートセンターの登録団体、登録企業、

県内の小・中学生や「花とみどりの少年団」に育成してもらう取組み

《 招待者記念植樹による整備方針等 》

区分 会場名 本数 主な樹種 植樹による整備方針等

式
典
会
場

①魚津桃山運動公園 ３,０００

コナラ
ホオノキ
イタヤカエデ
など１５種程度

《現況》コナラやアカマツ等高木類が衰退

し、クズや竹等が繁茂する里山林

《整備方針》里山林の代表的な樹木や花木

を植栽し、散策を楽しめる明るい里山林を

造成

植
樹
会
場

②朝日赤川 １,０００
クロマツ
タブノキ

《現況》海岸林未整備地

《整備方針》潮風や飛砂から田畑を守る海

岸防災林を造成、森づくりと海づくりの連

携を促進
③入善五十里 １,０００

④黒部田籾 １,０００
優良無花粉スギ
「立山 森の輝き」

《現況》スギ人工林の伐採跡地

《整備方針》優良無花粉スギ「立山 森の輝

き」による再造林、森林資源の循環利用を

促進
⑤魚津三ケ ３,０００

⑥滑川運動公園 ５００

コナラ
オニグルミ
エノキ
など１０種程度

《現況》上市川沿いに位置する公園内の未

整備地

《整備方針》川沿いに多く生育する樹木を

中心に植栽し、自然に親しめる森を造成

⑦丸山総合公園 ５００

コシノフユザクラ
イタヤカエデ
エゴノキ
など１０種程度

《現況》里山に位置する公園内の未整備地

《整備方針》地元ゆかりのサクラや、里山

を代表する樹木を植栽し、四季の変化を楽

しめる森を造成

合計 １０,０００

※
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第４章 会場整備計画

１．基本的な考え方

 会場等の整備にあたっては、土地形状の変更などにより自然環境に負荷を与えないよ
う、極力現地形を有効に利用し、経費の節減を図ることを基本とします。

 周辺の景観との調和を図ることはもとより、安全性や機能性を考慮し、高齢者等に配
慮します。

 工作物等の整備にあたっては、原則として県産材を活用します。

 会場全体を本県の森づくりの取組みや、企業、森林ボランティア団体等の森づくり活
動状況等の発信の場とし、参加者へアピールします。

２．施設配置計画

（１）会場周辺状況

 会場は、式典エリア、実施本部エリア、おもてなし広場、入場チェックエリア等に
ゾーン分けします。

第４章 会場整備計画

おもてなし広場

出展者控えエリア

出演者控えエリア

式典エリア

入場チェックエリア

輸送バス降車エリア

実施本部エリア
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（２）式典会場イメージ図

第４章 会場整備計画



１６

 お野立所は、富山湾と立山連峰の眺望が最も良い場所の近くに配置します。

 県産材を使用し、植樹祭終了後に移設、再利用します。

 散居村の「屋敷林とあずまだち」や「杉木立」、「立山連峰」などをモチーフに
「富山らしさ」を表現するとともに、周辺の景観と調和のとれたものとします。

 お手播き箱などの会場内工作物の作成にあたっては、原則として、県産材を使用す
ることとし、安全性、経済性及び周辺の景観に配慮したものとします。

お手播き箱(左)、木製フェンス(右) 参考例：第66回全国植樹祭石川大会

第68回全国植樹祭で使用予定のベンチ(左)、プランターカバー(右)

第４章 会場整備計画

３．主要施設計画

（１）お野立所

（２）会場内工作物

第68回全国植樹祭のお野立所[完成予想図]
（立ち並ぶ丸太が屋敷林やササラなどをイメージ、高さの違う丸太を用いて立山連峰を表現）



４．案内・誘導計画

１７

 招待者が安全かつスムーズに式典行事や植樹行事などに参加することができ、各施設
への移動に支障がないよう、案内サインを各所に設置します。

 案内サインは、ユニバーサルデザインに留意し、招待者が見やすい色彩、大きさにす
るとともに、見やすい位置、高さに設置します。また、招待者が一目で分かるようピ
クトサイン（絵文字）等を使用します。

 案内サインの材料には、県産材のほか、リユース可能な製品の活用等、環境に配慮し
た資材の使用に努めます。

設置区域 サイン種別 内 容

会場全体

施設表示 各エリア、施設等の名称を表示

誘 導 招待者を各エリア、施設等に誘導するサインを動線上に設置

注意事項
遵守事項、安全管理事項、手荷物検査の協力要請事項、持ち込み禁
止物に関する注意事項等を表示

式典会場

座席表示
中央特別招待者は、各席に座席表を貼付
特別招待者入口に座席配置表を設置
一般招待者席は、バス号車単位で座席を表示

会場案内図 会場内の全体図及び現在地の表示

植樹会場

植樹地誘導 バス号車ごとに決められたブロックへ誘導するサインを動線上に設置

植樹位置 バス号車単位に決められた植樹ブロックを表示

輸送バス バス号車 添乗員が招待者を誘導する際、バス号車を表示したプラカードを使用

第４章 会場整備計画



５．飾花計画

１８

 会場周辺の飾花は、県内産の花を使用し、会場の雰囲気を引き立てるとともに、招待者
の安全かつ円滑な動線が確保できるよう配置します。

 会場に設置するプランターカバーは、県産材を使用して製作します。

 県をはじめ、関係市町村、関係団体、県民が一体となり、花飾りや美化に努めます。

６．電気・給排水・通信設備計画

（１）電気設備計画

 会場内で使用する電源は商用電源を引き込むほか、仮設電源（ジェネレーター等）を
設置し対応します。

設置区域 内 容

式典会場
各エリアの動線や区分を行うとともに、会場の雰囲気を引き立てるよう、
プランター等を設置します。

植樹会場 各エリアの植樹区分が分かりやすくなるよう配置します。

式典会場と植樹会場の
連絡通路

招待者の安全で円滑な誘導ができるよう、プランターを配置します。

アクセス道路 県および関係者が一体となり、飾花を行います。

 水は施設内より給水し、排水は回収後、適正に処理をします。

（２）給排水計画

 植樹会場、おもてなし広場などに適正な数量を設置するとともに、衛生面にも十分配
慮します。

（３）仮設トイレ計画

 運営を円滑に行うため、実施本部等に臨時電話を設置するほか、携帯電話、トラン
シーバー等の無線通信機器を適正に配置します。

（４）通信設備計画

第４章 会場整備計画
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第５章 運営計画

１．基本的な考え方

 全国からの招待者を富山県らしいおもてなしの心でお迎えし、第68回全国植樹祭の開
催意義や理念を全国に発信します。

 県内市町村、森林・林業関係団体、ＮＰＯ法人及びボランティア団体等の協力・連携
を図ります。

 参加者の安全・安心を確保し、快適に、清潔に過ごせるよう会場運営を行います。

（１）招待者の区分及び規模

（２）運営にあたっての参加者区分

招待者区分 人数

県外招待者
・公益社団法人国土緑化推進機構理事長と富山県知事との
協議により定める者
・各都道府県知事が推薦する者

１,２００人

県内招待者
・第68回全国植樹祭富山県実行委員会会長が推薦する者
・富山県の市町村長が推薦する者
・公募による一般県民

３,０００人

計 ４,２００人

参加者区分 人数 備 考

①中央特別招待者 30人
国務大臣、公益社団法人国土緑化推進機構会長、
富山県知事、県議会議長、次期開催県知事 等

②

特
別

招
待
者

県外特別招待者 220人
県選出国会議員、中央官庁・団体関係者、緑化功労者、
コンクール入賞者、都道府県知事及び議会議長 等

県内特別招待者 200人 県議会議員、市町村長、緑化功労者、実行委員会委員等

小計 420人

③

一
般

招
待
者

県外一般招待者 950人 各都道府県森林・林業関係者 等

県内一般招待者 2,800人 県内の森林・林業関係者及び県内公募による一般県民等

小計 3,750人

招待者小計 ①＋②＋③ 4,200人

④協力員/本部員 2,000人

計 ①＋②＋③＋④ 6,200人

第５章 運営計画

２．招待計画



３．招待者の行動計画
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第５章 運営計画

※招待者の行動計画は変更となる場合があります。

県外 県内 県外 県内

（人数） 30人 220人 200人 950人 2,800人

時間
全体進行

中央
特別招待者

特別招待者 一般招待者

プロローグ

指定解散地

指定解散地 駅・空港

※視察

駅・空港

※視察

駅・空港

入場チェック

着 席
着 席

到 着

エピローグ

式 典代表者植樹

プロローグ

エピローグ

式 典

おもてなし

広場

おもてなし

広場

指定宿泊地 指定集合地

記念植樹

（植樹会場）

指定宿泊地

記念植樹

（植樹会場）

指定集合地

昼 食

記念植樹
(植樹会場)

昼 食

指定宿泊地

7:00

30

8:00

30

9:00

30

10:00

30

11:00

30

12:00

30

13:00

30

14:00

30

15:00

30

16:00

離 席

会場散策

式

典

行

事



４．受付計画
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（１）前日受付

招待者区分 受付日 受付区分 受付場所 受付業務の内容

中央特別
招待者

前日
到着時

宿泊受付 指定宿泊施設

①ルームキーの引き渡し
②記念品・大会用品の配付
③宿泊案内の配付
④レセプション参加の案内

県外招待者
（中央特別招待
者を除く）

前日
到着時

宿泊受付 指定宿泊施設

①本人確認
②ルームキーの引き渡し
③記念品・大会用品の配付
④宿泊案内の配付

当日①
バス乗車
受付

指定宿泊施設
①ＩＤカードの着用確認
②本人確認

当日② 入場チェック 式典会場
①手荷物・ＩＤカードの確認
②入場チェック

県内招待者

当日①
バス乗車
受付

指定集合地
①本人確認
②記念品・大会用品の配付

当日② 入場チェック 式典会場
①手荷物・ＩＤカードの確認
②入場チェック

第５章 運営計画

 宿泊する招待者については、大会前日、指定宿泊施設にて１回目の受付を行います。

 宿泊施設には招待者専用の受付を設置しスムーズなチェックインができるようにします。

 宿泊施設での受付業務は、原則、実施本部員が行います。

（２）当日受付

 全国植樹祭当日の受付は、指定宿泊施設や指定集合地で、移動用バスに乗車する前に
行います。

 ＩＤカードの紛失や大会用品等が不足した場合に備え、式典会場入口付近にＩＤカー
ド再発行所を兼ねた大会用品等のストックヤードを設け、そこで不足品の対応を行い
ます。

 円滑な受付や配付物の配付が行えるよう、関係者と連携を図ります。

５．特別接伴計画

特別接伴が必要と認められる招待者には、実施本部員が対応をします。
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第５章 運営計画

６．レセプション計画

天皇皇后両陛下のご臨席を賜り、第68回全国植樹祭招待者の来訪を歓迎し、懇親を深める
場とします。

〔 主 催 〕 富山県
〔 開催日時 〕 全国植樹祭開催の前日
〔 出 席 者 〕 ３５０名程度

●中央特別招待者
（国務大臣、公益社団法人国土緑化推進機構会長、富山県知事、
県議会議長 等）

●県外特別招待者
（緑化功労者、代表表彰者、県選出国会議員 等）

●県内特別招待者
（緑化功労者、県議会議員、市町村長、実行委員会委員 等）

７．会場内動線計画

（１）入場時の動線

式典エリア

入場チェックエリア

招待者入場時動線
（中央特別招待者を除く）

凡　　例

（２）退場時の動線

 入場時のコースを反対に戻る動線とします。



８．会場おもてなし計画
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第５章 運営計画

 式典会場と隣接しておもてなし広場を設置します。招待者が安心・安全・快適に過ご
せるよう総合案内所や湯茶接待コーナー、救護所、仮設トイレ等を整備します。

 富山県の森づくり活動の取組みや観光、特産品などを招待者に広くＰＲするため、各
種展示コーナーや観光案内所、物産販売コーナー等を関係団体の協力により運営しま
す。

 おもてなしステージでは、富山県を代表する歌や踊り等の演目を実施します。

 おもてなし広場の運営にあたっては、出展者等との協力により、廃棄物の減量化に取
り組むとともに、飲食物の提供において環境に配慮した容器を使用する等、環境に優
しい運営に努めます。

区 分 種 類 内 容

おもてなし
広場

総合案内所
参加者に対する各種案内・情報提供、案内誘導、
各種パンフレットの配布、遺失・拾得物の管理

おもてなしステージ 歌や踊り、郷土芸能等の披露

湯茶接待コーナー 参加者に湯茶、ミネラルウォーターを提供

販売コーナー 富山県内の特産品や飲食物の販売

展示コーナー 富山県内の森林・林業、観光等を紹介

臨時郵便局 郵便、宅配サービス

救護所 参加者の体調管理・救護

休憩コーナー 休憩用のテントを設置

植樹会場 案内所・簡易救護所 参加者に対する各種案内・情報提供・応急処置

おもてなし広場の様子 参考例：第66回全国植樹祭石川大会



９．昼食計画

２４
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 富山県の県産食材をふんだんに使用した富山県らしい献立とします。

 納入業者は、製造能力及び運搬時間・距離等を検討して選定します。

 弁当の製造、輸送、保管、配付にあたっては、衛生・安全面に万全を期します。

 弁当などの容器・包装資材については、環境に十分配慮します。

１０．医療・衛生計画

 式典会場及び植樹会場に救護所を設置し、傷病者の医療救護を行います。

 救護所には、医薬品や休憩用ベッド等を備えます。

 消防署や近隣の医療関係機関の協力を得て、緊急の場合の搬送・受入体制を整えます。

（１）医療救護所の設置

 厚生センター（保健所）等の協力を得て、食品衛生や環境衛生について、関係機関と
協議を行い、衛生対策体制を整備します。

 食の安全を期すため、弁当業者や宿泊施設、会場内の食品提供施設などの指導を徹底
します。

 飲食等により発生する廃棄物の適切な処理を行い、各会場及びその周辺の環境美化に
努めます。

（２）衛生対策
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１１．消防・防災・警備計画

 消防、警察署その他関係機関との協力体制を築き、連携を密にして、参加者の安全を
確保し、安心して参加いただけるようにします。

 危機管理については、責任者を明確にし、迅速な初期対応ができるようマニュアル等
を作成し、研修を行います。

（１）基本的な考え方

 異常事態の早期発見・通報に努めます。

 会場内は、喫煙所を除き全て禁煙とし、主要施設には消火器を設置します。

 おもてなし広場等の火気使用についても管理を徹底します。

 避難計画を策定し、実施本部員への周知を図るとともに、参加者全員が安全に避難で
きる体制を整えます。

（２）消防・防災

 会場内での事件・事故を防止し、全国植樹祭の円滑な運営を図るため、警察等関係機
関と協力して警備を実施します。

 警備員や実施本部員などを配置して、警備や車両の整理、参加者の誘導を行います。

 式典会場の入場ゲートでは、金属探知機等による持ち物検査や入場者の確認を行いま
す。

 式典会場、植樹会場、駐車場等では、使用物品等の搬入後、夜間も含め、監視・巡回
警備等を行います。

（３）警備

１２．実施本部計画

 円滑な運営を図るための実行組織として、「第68回全国植樹祭富山県実施本部(仮称)」
を設置します。

 県職員、市町村職員、ボランティアなどの積極的な協力を得て効率的な要員配置を行う
とともに、実施運営の円滑化及び参加者の安全性や快適性の確保に努めます。



１３．研修・リハーサル計画
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 円滑な運営に向けて、実施本部員・協力員の研修を行うほか、出演者を含めたリハー
サルを実施します。

 効果的な研修・リハーサルを実施するため、事前に各班の運営マニュアルを作成しま
す。

 研修・リハーサル計画に基づき、実施本部員全員が業務の内容を把握できるようにし
ます。

 実施本部員、協力員の研修は、事前の資料配付、現地視察、リハーサルへの参加等
により実施します。

（１）実施本部員等の研修計画

（２）研修・リハーサル計画

区分 時期 場所 参加者 内容

①出演者説明会 開催3ヶ月前 未定 出演者代表 大会概要・参加内容説明

②合同説明会
開催
8～6週間前

未定
実施本部員
出演者代表

大会全体の説明

③式典リハーサル
開催
6～4週間前

式典会場
出演者（介添者）
実施本部員

式典行事のリハーサル

④総合リハーサル 開催1ヶ月前
式典会場
植樹会場

実施本部員
協力員
出演者

全体通しリハーサル、
車両・参加者誘導、
接遇研修、非常時訓練他

⑤荒天会場説明会 開催1ヶ月前 荒天会場
出演者（介添者）
実施本部員

会場確認及び説明

⑥前日リハーサル 開催前日
式典会場
植樹会場

実施本部員
協力員
出演者

全体通しリハーサル、
車両・参加者誘導、
接遇研修、非常時訓練他

１４．雨天時・強風時対応計画

 プログラムごとに雨天計画を策定し、役割分担の明確化と雨天体制へのスムーズな移
行を行います。

 プロローグやエピローグは天候に応じ、各出演団体との協議の上、必要に応じ、内容
の変更を決定します。

 音楽の演奏が不可能な場合は、事前に演奏を収録した音源を使用します。

 雨天時対応マニュアルを作成し、招待者の負担を軽減する体制を整えます。



１．基本的な考え方

２７

 式典前日に、宿泊する招待者（主に県外招待者）は、式典会場や植樹会場の近隣地域
などで、原則として、実行委員会が指定する施設に宿泊することとします。

 式典当日は、前日宿泊した招待者は宿泊施設から、宿泊しない招待者等は最寄りの集
合地から、原則として、実行委員会が準備したバスにより会場に移動することとしま
す。

 宿泊施設の収容人数、宿泊料金、道路交通事情、送迎体制、大会前後の視察ルートを
総合的に勘案し、無理のない宿泊・輸送体制を整えます。

 招待者等の安全で円滑な輸送を図るため、運行ルート、輸送スケジュール及び必要な
交通規制などについて、関係者で綿密な打ち合わせを行うとともに、添乗員の配置・
案内により快適な輸送体制を整えます。

 会場周辺及びアクセス道路沿線では、地元市町村や関係者、地域住民の参加・協力を
得て、美化に努め、招待者を歓迎します。

 富山県の温かいおもてなしの心をもって、無理のない安全、安心な宿泊・輸送体制を
整えます。

 県外招待者の方が、富山県の森林・林業・木材産業に関する理解を深めていただくと
ともに、雄大な自然、多様な文化・歴史などの富山県の魅力を体感していただけるよ
う大会前後に視察コースを設定します。

第６章 宿泊輸送計画

第６章 宿泊輸送計画

参考例：第66回全国植樹祭石川大会



２．宿泊計画

（１）宿泊施設の選定

 式典会場や植樹会場までの道路状況やアクセス及びスケジュール等を考慮した宿泊エ
リア・宿泊施設を選定します。

 施設内または近隣で、安全にバスの乗降できる場所が確保された宿泊施設を選定しま
す。

 フロントやロビー等宿泊施設内に専用デスクを設置し、大会用品（全国植樹祭プログ
ラム、ＩＤカード、帽子等）を円滑かつ確実に配付できる体制を整備します。

 食事については、富山の食のＰＲに努め、富山の特産品を積極的に取り入れたメ
ニューを提供します。

 緊急時に搬送できる救急病院や緊急対応担当者の有無、ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）の設置状況を事前に把握し、万が一の事故に備えます。

第６章 宿泊輸送計画

朝日赤川
（式典会場まで約30分）

入善五十里
（式典会場まで約35分）

黒部田籾
（式典会場まで約35分）

魚津三ケ
（式典会場まで約20分）

滑川運動公園
（式典会場まで約25分）

丸山総合公園
（式典会場まで約30分）

ありそドーム
(荒天会場)

式典会場
メイン植樹会場

サブ植樹会場

荒天会場

北陸新幹線

北陸自動車道

国道

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道

凡　　例

魚津桃山運動公園
(式典会場・植樹会場)

２８



３．輸送計画

２９

 参加者はバスで移動することを原則とし、参加者区分ごとに輸送計画を作成します。

 参加者の安全で円滑な輸送を行うため、バス事業者、関係機関と協議・検討の上、運
行ルートを決定します。

 式典当日の道路混雑等のリスクを想定し、できるだけ移動時間がかからない最短ルー
トを設定します。

 交通事故や渋滞等の不測の事態に備え、代替ルートや迂回ルートの設定を行います。

（１）輸送方針

（２）関係車両一覧

参加者区分 輸送手段 同乗者 備考

中央特別招待者 借上車等 接伴員 出迎え、添乗・誘導、見送り

県外招待者 計画輸送バス 添乗員 各種案内・誘導

県内招待者 計画輸送バス 添乗員 各種案内・誘導

協力員・本部員等 計画輸送バス 担当班員等
出展者など荷物の搬出入を伴う
場合はトラックを手配

 式典中の計画輸送バスの駐車場は、道路交通事情も考慮し、会場の隣接地または近傍
地から選定し、確保します。

 招待者記念植樹の間は、各植樹会場に併設された駐車場等を利用します。

（３）駐車場計画

第６章 宿泊輸送計画

※運行台数については、実施計画で策定します。

４．運行管理体制・緊急時対応

 式典会場周辺に輸送管理本部を設置し、運行状況を一元的に管理します。

 車両の運行状況を把握し、安全で円滑な運行体制を実現するため、輸送ルート上に休
憩所、チェックポイント、バス運行調整地を設け、それぞれに係員を配置し、携帯電
話や無線機等により、リアルタイムの連絡体制を確保します。

５．道路交通対策

 会場周辺の道路や招待者の輸送ルートにあたる道路については、事前に道路管理者と
協議の上、道路工事や道路占用許可等の必要な措置を講じます。

 招待者及び周辺住民等の交通の安全の確保と車両の円滑な運行を行うため、関係機関
の協力を得て、交通整理、交通規制等を実施します。
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３．開催規模

 暴風雨、集中豪雨等の荒天に見舞われ、式典会場での式典が困難であると判断した場
合は、荒天会場で式典を実施します。

 開催日の１週間前から随時情報収集に努め、式典会場での式典の実施の可否を判断し
ます。

 荒天会場での実施決定に備え、関係機関と万全の連絡体制を構築し、円滑な実施運営
を行います。

○ ありそドーム（富山県魚津市北鬼江2898-3）

第７章 荒天時式典計画

１．基本的な考え方

２．開催会場

第７章 荒天時式典計画

県内外からの招待者等を合せて2,000人程度の規模で開催します。

［荒天会場］ありそドーム

４．荒天時運営計画

 式典を中心とした構成とします。

（１）式典行事計画

 荒天時や地震、突発事案の非常事態に迅速、適切に対応するため、必要に応じ大会開
催の可否について判断する会議（以下「判定会議」という。）を設置します。

 判定会議のメンバーやその召集方法、大会の中止・変更の判断基準とその対応につい
て、ガイドラインを設定します。

（２）判定会議



１．基本的な考え方

第８章 記念事業等計画

 第68回全国植樹祭の開催機運の醸成と、開催理念や大会の基本方針について、県民に
広く普及啓発するため、記念事業等を実施します。

２．記念事業の内容

 記念事業は、全国植樹祭の開催理念を達成するため、第68回全国植樹祭富山県実行委
員会等が主催する事業とします。

① 全国植樹祭プレ大会

全国植樹祭の開催１年前の時期に、従来から春に開催してきた「とやま森の祭典」を
プレ大会として位置づけ、大会の周知と開催機運の醸成を図るため開催します。

【時期】平成28年5月22日（日）
【場所】魚津桃山運動公園
【内容】式典（表彰など）、

記念植樹、森林整備、木工体験（プランターカバーの製作）、
特産品の展示・販売、森づくり活動のＰＲ

② 全国植樹祭カウントダウンイベント

開催日決定を受けて、全国植樹祭開催機運を盛り上げるため、開催日までのカウント
ダウンイベントを実施します。

③ 苗木のホームステイ

第68回全国植樹祭で植樹する苗木の一部を県内の小中学校等で育てることにより、緑
の大切さと森づくりへの関心を高めます。

【時期】平成26年秋季～
【規模】育成ポット 約6000個
【内容】花とみどりの少年団やとやまの森づくりサポートセンター登録団体など

県民参加により苗木を育成

⑤ 記録誌の発行、記録映像の作成

第68回全国植樹祭の式典行事、植樹行事をはじめ、各種記念事業などの取組みを、
記録誌や記録映像等にまとめ、関係機関等に配付します。

④ 東日本大震災被災地へのエノキリレー

東日本大震災被災地復興支援のため、皇居内のエノキから採取した種から育てられた
苗を平成28年６月５日開催の第67回全国植樹祭で長野県から引継ぎ、1年間、県内で育成
してから次期開催県の福島県にリレーします。（リレーされたエノキの苗は、最終的に
平成30年度の第69回全国植樹祭で植樹される予定）

３１

第８章 記念事業等計画
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３．関連事業の内容

 関連事業は、関連団体が主催する事業のうち、全国植樹祭の開催理念と関連があり、
実行委員会と互いに連携していく必要がある事業とします。

① 第46回全国林業後継者大会

全国の林業関係者が一堂に会し、林業の振興と森づくりの重要性を再認識し、森林を
育て活用し、県民運動を推進することにより、林業技術と元気な森林・林業を未来に引
き継ぐことを発信するための大会を開催します。

【時期】平成29年春季（第68回全国植樹祭開催日の前日）
【場所】未定
【内容】林業者の活動報告、パネルディスカッション 等

② 地域リレー植樹

全県的な開催機運の醸成と、県民参加による森づくり活動を進めるため、県内全15市
町村が、それぞれ地域特性に応じた植樹イベントを実施します。

【時期】平成28年春季～
【場所】県内各地域
【内容】植樹、森林整備、木工教室 等

③ 県民参加の森づくり関連イベント

とやまの森づくりサポートセンターを通じて、企業・森林ボランティア団体等が参加
する森づくりイベントなどを、第68回全国植樹祭の関連事業と位置付け、相互に連携し
て情報発信等を行います。

【時期】平成28年（年間）
【場所】県内各地域
【内容】植樹、森林整備、木工教室 等
「予定されているイベント」森づくりボランティア交流会（４月）

森づくりボランティアの集い（９月）

④ 第51回全国木材産業振興大会

全国の木材業関係者が一堂に会し、木材産業振興への意識の高揚と、木材利用拡大を
発信するための大会を開催します。

【時期】平成28年11月10日（木）
【場所】富山県民会館
【内容】式典（表彰など）、基調講演、パネルディスカッション 等

第８章 記念事業等計画
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１．基本的な考え方

 広報活動を通じて、大会の開催理念、基本方針、内容等について、ＰＲするとともに、
開催への機運を高めていきます。

 広報媒体を活かした情報発信により、効果的な広報活動を実施します。

 大会テーマ、シンボルマーク及び大会ポスター原画を活用し、第68回全国植樹祭の開
催を県内外に広報します。

 とやま水と緑の大使による、効果的な広報活動を実施します。

① インターネットの活用

第68回全国植樹祭の公式ホームページを開設し、各種イベントや県内の森づくり等に
関する情報を積極的に発信するとともに、各種の問い合わせや申し込みなどについても、
インターネットを効率的に活用します。

② 公共広報等の活用

県及び各市町村の広報や広報番組等の公共広報媒体を有効活用し、広く県民に向けて、
きめ細かい情報提供とＰＲ活動を実施します。

③ マスメディアの活用

テレビ、ラジオ、新聞等、各報道機関との連携を深めるとともに、全国植樹祭、記念
事業、県民運動等に関する情報を提供します。

④ 植樹祭情報誌の発行

「全国植樹祭だより」を発行し、開催準備状況や記念事業の実施状況等について情報
発信します。

⑤ ＰＲグッズの作成・配布

シンボルマーク等を用いた各種ＰＲグッズを作成・配布し、開催の周知と機運の醸成
を図ります。

第９章 広報計画

２．広報計画

第９章 広報計画
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